リュウナン エノ キョウシュウ : ムスビ by 五高創立七十周年記念会 et al.
熊本大学学術リポジトリ
Kumamoto University Repository System
Title ?????? : ???
Author(s)???????????; ??, ??
Citation??????: 151-165
Issue date1957-10-10
Type Book
URL http://hdl.handle.net/2298/10845
Right
氏
名
○
、
水
松
識
一
○
河
原
畑
正
行
○
高
野
巽
○
石
坂
正
藏
○
落
合
和
夫
○
山
田
昌
司
○
小
貫
一早
○
横
田
了
○
一
幅
山
四
郎
○
中
原
勇
○
和
田
勇
一
○
松
本
雅
明
寺
本
直
彦
○
佐
々
木
四
郎
○
大
久
保
武
男
○
田
崎
篤
次
郎
○
天
野
昌
久
天
下
の
”
五
高
”
も
創
立
當
初
は
、
”
一
高
“
が
”
｜
中
“
で
あ
っ
た
や
う
に
、
高
等
學
校
と
し
て
の
”
五
高
”
で
な
く
、
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
”
第
五
高
等
中
學
校
“
と
し
て
の
”
五
中
“
で
あ
っ
た
。
而
し
て
當
時
の
中
學
校
に
し
て
も
、
大
・
中
・
小
學
の
中
學
で
、
今
日
と
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
世
間
か
ら
高
く
評
債
さ
れ
て
居
た
こ
と
は
、
”
創
立
以
前
“
の
中
に
書
い
て
お
い
た
通
り
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
そ
の
”
第
五
“
と
は
、
そ
の
”
高
等
中
學
校
“
と
は
、
と
考
へ
て
來
る
と
、
自
然
、
そ
の
由
來
を
記
す
必
要
を
感
じ
た
。
晩
年
の
高
等
學
校
、
殊
に
事
愛
以
後
は
、
語
學
も
輕
ん
ぜ
ら
れ
て
來
た
が
、
往
年
は
、
語
學
と
し
て
の
外
に
、
教
科
書
に
至
る
ま
で
、
外
國
書
を
用
ひ
て
居
る
。
か
か
る
語
學
の
尊
重
は
、
抑
と
ど
こ
か
ら
來
た
の
で
あ
る
か
。
む
す
び
一
五
一
本
稿
は
、
云
は
ぱ
會
員
名
簿
の
附
録
か
、
龍
南
追
憶
の
し
を
ｂ
で
、
刊
行
を
間
近
に
控
へ
、
費
用
に
も
制
限
が
あ
る
。
且
又
、
一
身
上
の
都
合
も
あ
り
、
一
日
も
早
く
専
攻
の
著
述
を
續
け
る
必
要
も
あ
っ
て
、
五
十
年
史
の
や
う
に
、
前
後
三
年
有
半
を
費
す
や
う
な
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
そ
れ
故
に
、
大
凡
の
構
想
が
纏
ま
る
と
、
史
料
の
入
手
次
第
、
精
査
補
筆
す
る
こ
と
に
し
て
、
夜
を
日
に
纏
い
で
、
一
氣
に
初
稿
を
終
へ
た
。
再
三
通
讃
し
て
み
る
と
、
記
述
の
内
容
に
輕
重
を
誤
っ
た
り
、
學
科
・
課
程
の
愛
遷
に
精
粗
が
あ
っ
た
り
、
全
艘
と
し
て
、
牛
頭
鼠
尾
に
終
っ
て
居
る
こ
と
な
ど
に
氣
づ
き
、
熟
慮
を
累
ね
斧
正
を
施
し
て
、
｜
一
一
た
び
稿
を
改
め
て
み
た
。
依
然
と
し
て
意
に
満
た
な
い
虚
ば
か
り
で
あ
る
。
一
層
の
こ
と
、
構
想
を
愛
へ
て
書
き
直
さ
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
今
は
そ
の
餘
裕
も
な
く
、
却
っ
て
混
凱
を
來
す
鶴
も
あ
る
の
で
、
遂
に
止
め
て
し
ま
っ
た
。
い
か
に
も
、
顧
み
て
他
を
言
ふ
嫌
も
あ
る
が
、
そ
の
理
由
の
一
一
一
一
一
を
述
べ
て
み
た
い
。
龍
南
へい
か
に
も
、
顧
み
て
他
を
言
ふ
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
文ⅧⅦユ…,、±鱸：理文理豐理文文文
教講教教放牧牧教教教講教教教教講放牧教教鑿
む
す
び
就
任
年
次
一八一四一一一一一一一一一一
一一一一’一三一三一一〈一六
二
’
一
一
四
一一四’一三一九一四一七一一一一一九
一一四一一一
一九’一一一一一
一一一一一’一三
搬
任
學
科
凋
語
英
語
凋
語
國
語
化
學
英
語
數
學
化
學
凋
語
数
學
英
語
東
洋
史
國
語
数
學
数
學
英
語
地
質
癒
艤
物
○×○○○○○○○○○○○
カロ山佐高池松吉金西山山永坂森森原瀧中
林
謙
二
澤
涛
一
田
隆
修
二
田
誠
一
巻
俊
平
島
和
雄
田
恭
介
崎
理
ロ
進
守
新
一
川
昌
弘
尾
精
一
田
一
幸
橋
仁
助
竹
哲
雄
内
弘
毅
來
宏
一
理農文篝 文 理文文文文文文文法
教
一一一一一
講
一一一一’一三
教
一一一一一’一三
教
一一一
教
一一一
教
一一四
教
一一一一一
講
一三’一一一一一
教
一一一一一’一三
講
一一一’一一一一一
数
一一一一一’一三
譜
大
正
茜
ｌ
三
助
教
一
三
Ｉ
三
助
教
一一一一一
助
教
一一一
助
教
一一一一
教
大
正
九
ｌ
言
講
昭
和
一
一
Ｃ
ｌ
室
教
大
正
ご
’
一
一
一
一
識
昭
和
一
一
一
一
’
一
三
教
大
正
一
一
一
一
’
一
三
講
昭
和
一
一
一
一
’
一
三
講
一一四’一宝
講
一一四’三
識
一
一
四
’
三
一
五
○化化哲生圖凋艦禮法化圖露英國西英凋英
學學學物震語操操律學謹語語史洋語語語
實・
駿數
學
Ｉ第五高等中學校時代ｌ明治一一十年より一一十二年まで、古城の二年餘と、一一十二年より一一十七年まで、龍南の五年と、合せて七年餘の爲に、學科・課程や、教科書まで列筆したのは、その後に比べて、詳細に失したやうだが、創業の際に於ける、當事者の意圖なり苦心なりは、やがて、傳統の根基を成すものであると老へたからであり、職員の氏名まで記したのも、その一相を示す爲であった。〃姿勢標準“の如きは、今から看ると、極めて常識的ではあるが、官報にまで載って居るところに心が動いたので、第二縞までは、五十年史と同様に、煩を厩はずその全文を鞠記したが、紙数の都合で、第三縞には、悉く削って了った次第である。「高校前期」は、日清、日露雨役の影響が、龍南の歴史に少からぬ迂餘曲折を呈したので、記すべき事も自然多くなった。「中期」に於ては、第一次大戦後の文藝乃至思想的感化は、固より甚しかったが、三一特筆すべき事の外は、概して平面的で、「前期」に此すれば、量的にはむしろ少くなって來た。「後期」の五十年史以後は、事愛より戦争へと、國際關係や國内事情の推移に伴って、龍南の相貌にも極めて大きな愛化を來したのに、記述の精粗輕重を誤った傾があるばかりでなく、たとひ同窓會の私乘とは申しながら、役職や時世の關係もあって、おのづと随所に筆者が現れたりしたのは、全く資料や筆勢の然らしめた結果で、他意あってのことではないのである。熊本大學と全く關係なく、五高のみの校長は、本島氏まで、十二代である。その間およそ六十三年とすれば、在職の平均は、五年餘となる。その概略を示せば、左の通りである。、、 註初代の野村（彦四郎）校長は、嘉永一兀（屋室）年十一月二十一、生、明治一一十年六月四日（一一一十九歳）より、一一十二年 く資料や筆勢の然らしめた結果で、「ｌ◇ｌ◇ 龍南への郷愁トジランス 一五二吾等の五高が、熊本に置かれたに就いても、それ相當の經緯があったことを、一應は心得て然るべきであらう。又、古城及龍南人が、誇かに冠って居た、あの正帽の白線一一一條にしたところで、率然として定められたものではない。昔の高校生の破帽弊衣や、五高のモットー”剛毅木訪“（州畦櫓訴）にしても、何も態と好んで、口にし、身に着けたのでなく、國惰や世相に對する、純眞にして大望ある青年學徒の反抗であった。例へぱ、｜高の全寮制度ｌ向陵の”篭城“も、明かに由って來ろ所がある。ともに熊本の産で、初代野村校長の後任である古莊（嘉門）校長及木下教頭（灘蹄藷雛圖蕊狂濡鐇薙鴎麩輝鐘牽籔騒鴎磁長》雰饒錘罐録亟醐箸）によって、一一十一年十月一日と一一一日に爲さ註れた、あの大演説の記録を一讃しただけでｊｂ、まことに痛烈を極め、儒夫をして起たしめる慨がある。初代の野村（彦四郎）校長は、『九月一一一日非職まで、約二年三箇月。むすび 〔参考〕夜會は、己に、明治十五年十一月三日の、天長節の夜九時から、井上（悪）外務卿夫妻の招待で、霞ヶ關の官舍に於て催されて居るやうだが、翌年十一月には、彼の有名な鹿鳴館が設けられ、十八・十九年の頃は、”鹿鳴館舞踏時代“と呼ばれ、朝野學ってその風潮に陶酔し、その波及する所甚大、婦人問題も喧しくなり、女子師範に於てすら、洋装して舞踏を智はすと云ふ有様 一一圖王であった。 古莊校長は、高等中學校生徒の本分と寳住を明示し、若し鄙狼廼劣の事があり、廉恥を顧みないやうな事があれば、假借する所なく、直ちに厳重に庭置すべき由を警告し、木下教頭は、”我日本は、諸人自重自敬の精紳に乏しく、卑狼無作法の風習、諸君の身遜を圃邇せる世の中なれば、…校前一歩皆敵、高等中學は寵城なり、との覺悟偏に翼望す、寵城を欲せざる人、又堪へさる人は、余輩共に守ることを願はず、早く脱出あらんことを切望す、…肚會は繋がざる船の如し、此船を引留むるは、諸君を舍て鎧に他あらんや、向來日本の政治なり學術なり、之を領得して我國を進歩せしむる者は、青年誌君なり、云云“と激勵して居る。（全文四千数百字、片假名使用、諭黙及濁黙は筆者、妄作多罪、） 、一五
故に、その年月からすれば、溝淵・吉岡・十時・中川・櫻井・松浦・添野・本島・平山・野村・嘉納・武藤の順となる。
而して筆者は、嘉納校長とは△その晩年、妙な機縁で、一雨度私的に食事を共にしたことがあり、松浦校長の時に入學し
て、吉岡校長の時に卒業したが、個人的にも、雨校長と交渉があった。かくて、大正十二年の早春、溝淵校長の懇招否み
難く、職を母校に奉じて既に三十四年、常に罪薄を櫛ちながら、今日に及んで居る。その間、武藤校長とは、姻類の關係
を以て、十時校長とは、五十年記念會や阿蘇道場等のことで、添野校長とは、報國團、報國隊、阿蘇道場等のことで、本
島校長とは、戦時中動員のことなどで、それぞれ公私ともに面談する機會が多く、全然面識がなかったのは、野村・平山・
中川・櫻井の四校長だけである。而して知ると識らざるとに拘らず、學校長を彼此月旦する事は、第三者ならばともかく、
關係者としては、上司に對して非禮となるので、具鵠的には、一切鯛れないことにした。ただ、卒業先輩の中には、初代
の野村・三代の嘉納・八代の溝淵三校長を、徳川家康・家光・吉宗に擬する人もあることだけを附記しておく。
十
代
の
十
時
急
七年十箇月。
、
、
十一代の添野（信）校長は、明治十一一一年一一一月一一十日生、十五年一月十日（五十九歳）よＬり、十九年九月十日依願免Ｉ満
洲國吉林師道大學長へｌまで、凡そ四年八箇月。
、
、
十一一代の本島（一郎）校長は、明治十六年九月一一十一日生、十九年九月十日（六十歳）よ・り、一一十一一一年五月一一一十一日依願
、
、
す
す
め
八代の溝淵（進馬）校長は、明治一一一年十一一月一一十五日生、大正十年十一月九日（五十一歳）よ、リ、昭和六年一月十日、
母校の三高校長に純任まで、約九年十箇月。
、
、
と
ら
た
九代の武藤（虎太）校長は、慶應一一一（】函①「）年七月七日生、六年一月十日（六十一一一歳）より、七年一一一月一一一十一日依願免
龍
南
へ
の
郷
愁
一五四
註
本
校
の
履
歴
書
綴
に
無
い
の
で
、
元
の
－
高
に
も
赴
い
て
、
調
べ
て
み
た
が
、
や
は
り
残
っ
て
は
居
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
全
く
偶
然
に
も
、
今
タ
幸
に
し
て
判
明
し
た
の
で
、
無
理
を
し
て
補
っ
た
。
（
三
二
、
一
○
、
七
）
、
、
く
に
す
け
七代の吉岡（郷甫）校長は、明治九年一月六日生、一一年十月一一十一一一日（一二十七歳）より、十年十一月九日、新設の浦和
六代の松浦（責三郎）校長は、慶咋
三日依願免まで、約六年九箇月。
、
、
一一一代の嘉納（治五郎）校長は、萬延元（］、ｓ）年十月十八日生、一一十四年八月十一一一日（一一一十歳）より、一一十六年一月一一
十五日、文部省参事官に復任まで、約一年五箇月。
、
、
四代の中川（一兀）校長は、嘉永四（】霊］）年十一一月六日生、一一十六年一月一一十五日（四十一一歳）より、一一一十一一一年四月十
一一一日、三高校長に輔任まで、約七年一一一箇月。
、
、
五代の櫻井（一房記）校長は、嘉永五（】、己）年八月十四日生、一一十一一一年一一月十一一日來任、’’’十一一一年四月十一一一日（四十七
歳
）
よ
り
、
四
十
年
一
月
十
日
依
願
免
ま
で
、
約
六
年
九
箇
月
。
、
、
六代の松浦（責一一一郎）校長は、慶應一一（屋宅）年八月四日生、四十年一月十六日（一一一十七歳）より、大正一一年十月一一十
、
、
一一代の平山（太郎）校長は、嘉永一一（］図乞）年六月五日生、一一十一一一年一一月十四日（四十一歳）より、一一十四年六月八日
まで、約一年二箇月、Ｉ曾て明治一一十八年八月三十一日より、四十年一一月八日まで在勤。
、
、
わ
た
る
代の十時（彌）校長は、明治七年六月一〈日生、七年一一一月一一一十一日（五十七歳）より、十五年一月十日依願先まで、約
免
ま
で
、
約
三
年
六
箇
月
。
高
校
長
に
純
任
ま
で
、
約
八
年
一
箇
月
。
逝去まで、凡そ一年四箇月。
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杉山教授（昭和十二年二月、於大島）
向って左から、山川局長・山形・白壁・’|､島三教授。
一
五
六
筆
者
は
、
か
つ
て
五
十
年
史
の
た
め
に
、
随
分
努
力
し
て
、
任
命
順
職
員
”
一
覧
表
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
學
校
長
、
教
授
、
助
教
授
、
Ｊ
講
師
、
舎
監
、
生
徒
主
事
、
嘱
託
、
外
國
人
教
師
、
配
属
將
校
、
校
瞥
、
書
記
な
ど
、
お
よ
そ
四
百
八
十
人
を
輯
鋒
し
、
こ
の
た
び
そ
の
後
の
分
、
百
餘
名
を
追
補
し
た
。
中
に
就
い
て
、
學
校
長
以
外
で
、
五
年
以
上
の
在
職
者
は
、
二
百
名
を
超
え
、
十
年
以
上
で
も
、
八
十
名
に
垂
ん
と
し
て
居
る
Ｑ
申
す
ま
で
も
な
く
、
在
職
年
限
の
長
短
を
以
て
、
功
績
を
云
一
云
す
る
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
。
明
治
二
十
一
一
一
年
九
月
一
一
日
よ
り
、
’
’
十
八
年
八
か
ず
ひ
さ
月
一
一
十
七
日
ま
で
、
五
年
未
満
の
（
章
軒
）
秋
月
（
胤
永
）
教
授
、
明
治
一
一
十
四
年
十
一
月
九
日
よ
り
、
二
十
七
年
十
二
月
一
一
一
十
日
ま
で
、
｜
｜
｜
年
餘
（
小
泉
八
雲
）
の
ラ
フ
カ
デ
イ
オ
・
ヘ
ル
ン
氏
、
明
治
二
十
九
年
四
月
十
四
日
よ
り
、
一
一
一
十
六
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
日
ま
で
、
七
年
未
満
（
寳
際
は
、
三
十
一
一
一
年
五
月
十
二
日
付
英
國
留
學
ま
で
四
年
餘
）
の
（
漱
石
）
夏
目
（
金
之
助
）
教
授
、
（
以
上
を
、
寮
史
に
は
、
〃
三
先
生
〃
と
し
て
、
特
記
し
て
居
る
。
）
明
治
一
一
一
十
七
年
九
月
二
十
一
一
日
よ
り
、
四
十
年
九
月
七
日
ま
で
、
約
一
一
一
年
の
（
白
村
）
厨
川
（
辰
夫
）
教
授
、
明
治
四
十
年
二
月
二
日
よ
り
、
大
正
一
一
年
十
月
十
た
だ
し
一
二
日
ま
で
、
七
年
未
満
の
由
比
（
質
）
教
授
（
教
頭
）
の
如
き
、
そ
れ
ぞ
れ
、
深
い
印
象
な
り
、
大
き
な
影
響
な
り
を
、
輿
ヘ
た
こ
と
で
あ
ら
ろ
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
多
数
の
同
窓
生
が
、
忘
れ
得
な
い
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
新
校
開
校
式
の
直
前
、
明
治
二
十
一
一
一
年
九
月
一
一
一
日
よ
り
、
大
正
十
五
年
三
月
一
一
一
十
一
日
ま
で
、
お
よ
そ
一
一
一
十
、
、
五
年
半
の
杉
山
（
岩
一
一
一
郎
）
教
授
、
明
治
一
一
一
十
一
年
八
月
十
一
〈
日
よ
り
、
昭
和
十
九
年
一
一
一
月
十
一
一
一
日
ま
で
、
お
よ
そ
三
十
六
年
半
、
も
の
小
島
（
伊
左
美
）
教
授
、
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
十
一
一
月
一
一
日
よ
り
、
、
、
昭
和
十
五
年
九
月
一
一
日
ま
で
、
四
十
年
近
く
の
白
壁
（
傑
次
郎
）
教
授
、
及
、
明
治
三
十
八
年
九
月
二
十
六
日
よ
り
、
昭
和
十
五
、
、
年
一
一
月
八
日
長
逝
ま
で
、
お
よ
そ
一
一
一
十
五
年
半
の
山
形
（
元
治
）
教
授
で
あ
ら
う
。
而
し
て
数
學
の
杉
山
教
授
は
、
謹
直
に
し
て
、
、
外
柔
内
剛
、
五
高
蚊
學
の
ぬ
し
と
樗
へ
ら
れ
、
幹
事
や
龍
南
會
副
會
長
に
も
な
っ
て
、
そ
の
功
績
著
る
し
く
、
開
校
三
十
年
記
念
式
に
於
て
、
本
校
と
し
て
は
最
初
に
、
他
の
三
教
授
は
、
開
一
五
七
本校部が、明治二十五年七月十一日、十四名の卒業生（正確に一一一一尺ぱ、第一同より第四同まではへ本科の、第五同より
第三十回までは、大學豫科の、第三十一回以後は、一同等科の）を出してから、昭和二十五年三月、’’’百六十九名を蓬ろま
で、同を累ねること五十有九、一万一一千九百一一一十一名の多きに達し、（昭和二十四年一一一月、學制改革で、新制大學に切替
のため、－學年で修了した者三百六十二名を加へると、更に多くなるが、）現に、少くも一万人内外の出身者が、肚會の
各方面に目覺ましく活躍して、祀國再建に寄與して居るわけで、亦盛なりと謂ふくきであらう。
而してその六十餘年の間には、幾愛遜があり、従って、その思ひ出も亦、榛とであらう。或は、この小著引用の節録を
一議して、莞爾たる人も、あるであらう。或は逆に、佛然たる人も、あるであらう。或は又、他に適切なものがあるのに、
む
す
び
一五九
十一一一年八月十四日より、昭和七年一月七日永眼までの平塚（忠之助）教授（幹事）、明治四十年七月三十一日より、大正
九年五月一日までの戸澤（正保）教授、明治四十一年七月三十一日より、昭和十年九月までの宇佐美（全賢）教授、大正
元年九月一一十六日より、昭和一一十五年七月一一一十一一一までの松尾（精一）教授、大正八年八月一一一十一日より、昭和一一十五年一一一、、
月一一一十一日までの淺井（東一）教授、大正九年五月十一日より、昭和十五年九月一一日までの八波（則吉）教授など、長逝
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を確認し得た人だけでも、数へ來れぱ暹ないほどである。又、學術の外では込鵠操科の吉弘（鑑徳）大佐、副科の梅崎
、
、
、
、
、
（彌一郎）剣道範士、榊江（恒雄）柔道敦士などは、不一一一口實行の人格者として、敬慕されて居た。世間的にはさほど知名
でなくとも、或は、その學殖、その識見、その人格等に秀で、或は又、龍南會の發展に餘力を致した、幾多の恩師を、わ
が龍南人は、過去に於て有って居たのである。而してその日本的もしくは地方的に顯著な存在は、全國から校風を慕って
來り學んだ、一万数千の英才俊豪を、激勵し、指導し、啓發し、陶冶するに充分であったらう。
來り學んだ、一万数千の英才俊豪を、激
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
龍
南
へ
の
郷
愁
一五八
校
五
十
年
記
念
式
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
文
部
大
臣
並
に
本
校
か
ら
感
謝
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
當
然
の
榮
譽
で
あ
る
。
小
島
教
授
は
、
｜
時
教
頭
の要職にも在ったが、常に温容を保ち、歎歎として、ひたすら猫文學、特に燭文法の研鎮に精根を傾け、化學の白壁教授
は、至って野趣と逸話に富み、少しも邊幅を飾らず、常に春風和氣、生徒との個人的接臘も多く、又、家庭的にも恵まれ
て
、
天
壽
を
完
う
し
た
人
で
あ
る
。
英
語
の
山
形
教
授
は
、
晩
年
に
は
、
教
頭
の
重
任
も
あ
っ
た
が
、
謹
嚴
に
し
て
寡
黙
、
一
度
断
っ
た
ら
、
、
、
、
、
、
、
必ず赤○、決して板書しない、嚴格そのものの授業には、全龍南人を牛じる底の猛者でも、戦く位恐がったが、その謹讃
は
明
噺
的
確
、
誰
一
人
と
し
て
感
謝
し
な
い
者
は
な
か
っ
た
ほ
ど
の
、
典
型
的
語
學
教
授
で
あ
っ
た
。
その他、明治一一十一年一一月七日より、一一十三年八月十一一一日までの中原（淳藏）教授、明治二十五年九月十一一一日より、一一一
十年八月一一十五日までの内田（周平）教授、明治二十七年七月一一一十一日より、一一十九年一一一月一一十五日までの湯原（元一）
教授、明治二十九年八月十七日より、三十一一年一一月九日までの田丸〔卓郎）教授、明治二十九年九月五日より、一一一十一年
十一一月十一日までの近重（眞澄）教授、明治一一一十年九月十八日より、’’一十一一一年八月十日までの上田（整次）教授、明治三
十一年一月一一十一一日より、十一月一一十三日までの狩野（亨吉）教授（教頭）、明治一一一十一年八月十一一一日より、一一一十四年八
月十一一日までの青木（昌吉）教授、明治三十一一年八月七日より、四十三年九月九日まで、十一年間は教授、それより昭和
七年九月十日逝去まで、講師としての、遠山（参良）九州學院長、明治三十二年十月一一十九日より、三十四年八月一一十七
日までの山田（準）教授、明治一一一十三年八月十一一一日より、四十一年一月十五日までの兒島（獄吉郎）教授、明治一一一十三年
七月五日より、昭和四年六月一一十七日永眼までの野々口（勝太郎）教授、明治三十四年八月十四日より、四十年一月一一十
四日までの高木（敏雄）教授、明治一一一十一一一年八月十四日より、大正八年十月一一十五日長逝までの本田（弘）教授、明治三
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
！
髄南
へ
の
郷
愁
一
六
○
と
一
一
一
一
口
ふ
人
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
、
話
題
と
し
て
は
興
味
深
い
、
明
治
末
期
の
聴
校
事
件
、
大
正
末
期
の
對
七
高
野
球
戦
、
昭
和
初
期
の
盟
休
事
件
等
の
詳
細
は
、
習
學
寮
史
か
龍
南
會
雑
誌
に
譲
り
、
大
戦
前
後
の
遠
地
の
作
業
や
、
多
数
決
死
の
出
陣
等
は
、
そ
の
輪
廓
す
ら
描
き
得
な
か
つ
の
も
、
或
は
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
或
は
た
と
ひ
終
戦
直
後
、
戦
争
關
係
の
記
録
を
、
す
べ
て
破
棄
僥
却
し
た
た
め
に
、
資
料
が
入
手
出
來
な
か
っ
た
の
は
云
ひ
な
が
ら
、
洵
に
申
鐸
な
い
こ
と
で
、
必
ず
や
、
鼓
を
鳴
ら
す
人
も
、
あ
る
で
あ
ら
う
。
阿
蘇
道
場
や
報
國
團
の
こ
と
は
繍
寮
史
に
も
略
記
し
て
は
あ
る
が
、
本
校
と
し
て
は
相
當
重
大
な
事
象
な
の
で
、
他
と
の
釣
合
も
如
何
か
と
思
ひ
な
が
ら
、
飯
島
・
樋
口
雨
教
授
の
手
記
ま
で
引
用
し
た
。
そ
れ
等
は
す
べ
て
、
不
敏
不
文
の
致
す
と
こ
ろ
、
五
十
年
史
と
同
じ
く
、
責
は
全
く
、
筆
者
一
人
が
負
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
）
喬
木
多
風
の
語
な
ら
ば
、
せ
め
て
ひ
そ
か
に
自
適
す
る
と
こ
ろ
も
あ
ら
う
の
に
。
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
話
題
と
く
れ
て
も
よ
く
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
に
は
、
然
る
べ
き
理
一
惟
へ
ぱ
、
昔
の
五
高
生
ほ
ど
、
熊
本
縣
・
市
民
か
ら
理
會
と
同
情
と
を
寄
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
ま
い
。
中
に
は
、
目
に
餘
る
悪
戯
を
し
た
、
、
、
、
七
人
も
、
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
又
中
に
は
、
餘
り
も
て
す
ぎ
て
、
数
と
の
ロ
マ
ン
ス
を
残
し
た
人
も
、
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
後
年
に
は
、
時
勢
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
特
高
や
軍
部
の
指
弾
を
受
け
た
こ
と
も
、
相
當
あ
っ
た
が
、
縣
・
市
民
か
ら
は
、
終
始
愛
さ
れ
て
來
た
。
地
方
新
聞
の
投
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
話
題
と
な
っ
た
こ
と
も
、
偶
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
多
く
は
、
龍
南
人
に
寄
せ
た
、
好
意
的
の
も
の
で
あ
っ
た
と
、
自
惚
よ
こ
し
上
そ
れ
に
は
、
然
る
べ
き
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
、
論
語
の
爲
政
第
一
一
篇
に
所
謂
、
「
一
一
一
一
一
□
以
て
之
を
蔽
へ
ぱ
、
曰
く
、
思
ひ
邪
無
し
。
」
あ
い
せ
よ
う
の
思
無
邪
１
－
天
眞
の
流
露
ｌ
の
た
め
で
は
、
な
か
っ
た
ら
う
か
。
”
剛
毅
木
納
”
に
對
す
る
、
世
間
の
愛
敬
の
一
語
を
以
て
、
替
へ
ら
れ
な
い
も
の
だ
ら
う
か
。
而
し
て
そ
の
愛
敬
と
云
ひ
、
邪
し
ま
無
き
思
と
云
ひ
、
何
か
ら
來
た
の
だ
ぢ
う
か
。
そ
れ
は
、
お
ほ
む
れ
恵
ま
れ
た
境
遇
の
人
た
ち
が
、
乃
公
出
で
ず
ん
ぱ
蒼
生
を
奈
何
に
せ
ん
、
と
云
ふ
や
う
な
遠
大
な
る
抱
負
を
以
て
、
國
家
の
期
待
に
添
ひ
、
杜
會
の
要
望
に
應
ヘ
よ
》
つ
と
氣
負
ひ
な
が
ら
、
憧
慢
れ
の
天
下
の
五
高
入
學
の
職
び
に
溢
れ
て
、
全
図
か
ら
集
ま
り
、
ク
ラ
ス
の
生
活
に
、
否
學
寮
の
生
活
に
、
將
又
、
龍
南
會
各
部
の
生
活
に
於
て
、
絶
え
ざ
る
知
性
の
極
養
と
、
和
や
か
な
情
操
の
陶
冶
と
、
確
固
た
る
意
志
の
修
練
と
、
及
、
全
魂
を
傾
け
Ｂ
よ
う
じ
た
身
心
の
鍛
錬
等
の
切
瑳
磨
礪
が
、
お
の
づ
か
ら
斐
然
と
し
て
章
を
成
し
つ
つ
、
龍
南
人
の
誇
侍
ｌ
自
主
的
風
格
を
椿
へ
あ
げ
、
】
県
に
お
ほ
ら
か
な
、
而
も
活
溌
溌
地
の
傳
統
を
築
き
成
し
た
結
果
で
あ
る
と
、
私
は
老
へ
た
い
。
”
龍
南
會
雑
誌
”
を
通
覧
し
た
だ
け
で
も
、
そ
の
廣
さ
、
高
さ
、
深
さ
、
清
さ
、
彊
さ
に
、
頭
の
下
る
の
を
畳
え
る
の
で
あ
る
。
嘗
て
、
某
書
肇
の
店
員
が
、
昔
の
五
高
生
と
、
今
の
大
學
生
と
で
は
、
目
の
着
け
庭
が
違
ひ
ま
す
ね
、
と
私
に
言
っ
た
事
を
、
今
更
の
や
う
に
思
ひ
出
す
。
悪
戯
や
蕃
風
を
補
う
て
餘
り
あ
る
事
を
、
端
的
に
批
評
し
た
一
一
一
一
□
葉
で
あ
る
と
、
私
は
察
し
た
い
。
將
來
は
と
も
か
く
、
現
在
の
高
校
生
や
大
學
生
と
比
べ
て
、
は
る
か
に
心
の
ゆ
と
り
が
あ
り
、
よ
る
づ
お
ほ
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
、
年
齢
の
相
違
の
た
め
、
、
、
、
、
と
ば
か
り
は
、
一
一
一
口
へ
な
い
だ
ら
う
。
又
、
世
態
人
情
の
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
の
み
は
、
言
ひ
断
れ
な
い
だ
ら
う
。
明
治
Ｉ
大
正
ｌ
昭
和
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
、
青
年
學
徒
の
理
想
な
り
、
目
標
な
り
、
様
相
な
り
に
、
相
當
の
愛
化
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
と
も
か
く
も
、
愛
さ
れ
る
、
青
年
ら
し
い
、
凸
■
Ⅲ
」
む
す
ぴ
ｌ
・
Ｉ
◇
１
１
’
Ｉ
．
』
．
’
一
ハ
一
溝淵校長筆蹟
し
昭和四年、“五高同窓會“が出來てこのかた、終始責任の一端を果して來たばかりでなく、十四年の五高五十年史、二
十五年の會員名簿に引續いて、このたびの校史並に名簿の編纂に微力を致してみると、いろいろな感想が浮んで來る。そ
ママ
の一つは、明治二十一年の入學式直後、印刷されたはずの「佐々友一房氏の演説」の草稿に、野村校長と同じく、第五地方
特有の、“放疎豪逸”、”堅忍剛毅“の氣象と、従來妖けて居る、“精細綾密”、”理學思想“と、雨両相俟たしめる必要を力
説してあるが、大都市に於ける第一・第三はしばらく措いて、五高と同じ地方的な第一一・第四と較べて、果して如何なる
結果を示したものだらうか。而してそれは、車に自然科學の方面ばかりでなく、精紳科學に於ても、老へられないものだ
らうか。潤自的にして深遠な學究の輩出したのは、果して何れだらうか。などと、詰らないことまで考へてみることがある。
それは、同窓の諸賢に就いて、とりあへず十二の項目を設けて富ってみたが、少くも現在一頭地を抜いて居る人の多い
のは、やはり、政治・經濟の部門ではあるまいか。この夏、就職斡旋の出張の歸途、六高出身の某工學士から、政治界や
賞業界では、二局出身に亜ぐやうだと聞いた。私が五高出身であることを知っての、お愛想とも考へられまい。又、各界
に於ける同窓の有名人が、必ずしも昔の第五地方の出身と限ったことでないので、野村・佐佐雨先覺者の比較論を、その
まま適用するわけにもゆくまいが、筍も五高出身と言へば、地方的影響が全くなかったとも、断言出來まい。要は、常に
短所を補ひつつ、それぞれの長所を伸すことが最も大切である、との結論に達するやうである。
龍
南
へ
の
郷
愁
、
、
、
五高生であったのである。
新制高等學校生徒の服装は、蕾制のそれに比べると、目立って立派になった。ズボンも折目正しく、オーヴァやレー
ン・コートを身に纏ひ、品とりどりのマフラーさへ巻き着け、牛皮の手袋よろしく、靴も光って居る者が少くない。大學
生に至っては、それどころでなく、教授助教授の物より上等の折カバンを手にし、世間の流行並に多くは無帽で、昔の龍
南人の所謂”コスメの髪も澤と“として居る。凡てが衛生的であり、保健的である。のみならず、學校全艦を通じて、各
む
す
び
一一ハ一一一
元來、大・中・小學の間に、わざわざ高等學校を置くこと巨艦が愛則で、ヘルン氏の所謂三の再国。＆】目この○二○○』》》
で
あ
る
。
昔
の
下
等
中
學
校
に
對
す
る
上
等
中
學
校
か
、
尋
常
中
學
校
に
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す
る
高
等
中
學
校
か
な
ら
、
筋
も
通
る
が
、
さ
う
で
は
な
く
て
、
軍
除
閥
係
一一四
〔参考〕（目下調査中の名簿が出來ろまで、五十年史から引用する。）
一見如何にも壯會から遊離して居るか
卒
業
者
職
業
別
概
数
（
昭
和
十
二
年
現
在
）
ｌ
◇
Ｉ
◇
Ｉ
エ
場
鍍
業
等
九
六
新
聞
記
者
八三
貴
族
院
議
員
七
衆
議
院
議
員
一一一一
大
使
公
使
領
事
書
記
一一一
知
事
市
町
村
長
二○
實
業
六七
農
業
四
僧
侶
・
牧
師
一○
排
理
士
入
著
述
家
七
霞
家
音
樂
家
其
他
八五
のやうになって居た魔には、勿論妖陥
も
あ
っ
た
ら
う
。
け
れ
ど
も
、
一
面
に
於
て
は
、
よ
り
以
上
の
特
色
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
って、我國の學術が、長足の進歩を爲
し、青年の意氣が、潮次に昂揚したこ
と
は
、
現
今
の
杜
會
各
般
に
亙
っ
て
活
躍
寄
與して居る人の多いことを、誰しも認
めざるを得ないだらう。而して今の學
校教育は、固より新時代の要求に依っ
て現れたもので、その特質を發揮して
居るのも事實だが、果して、本來の使
命を完うしつつあるか、どうか。
一一ハーー
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
０
．
◆
『
の
一
ロ
』
●
９
■
．
わだち
”設鑑遠からず、夏后の世に在り。”とは、詩經の大雅蕩篇の三噸であるが、後車の戒と倣すべき前車の轍は、近く龍南
六十餘年の歴史にも顯著であると言へる。この意味に於て、五高出身者の切實なる郷愁も、断じて、軍なる感傷や自賛だ
けでなく、況や、我田引水の功利論では、決してないと信ずる。（昭和三十一年十一一月十九日、國連加盟の日）
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種の運動競技も、年毎に盛んになり、インター・ハイやインター・カレッヂも、日を魅うて柴えてゆく。頼もしい事であ
る。さりながら、龍南六十餘年の歴史に照して見ると、日清・日露二次大戦後の好景氣に煽られた一時期の堕風に、極め
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
て克く似て居る。而も戦後既に十年と云へば、その期間は餘りに長く、低止する所を知らぬ。空疎な反抗に比べれば、果
して明哲かどうかは知らぬが、大勢順應も確に保身の術だらう。けれども、一旦、その抱負は？その意氣は？學問に對す
る熱意は？學生生活の自省・切瑳は？肚會の風潮に對する端的の批判は？等等、恰も鹿を逐ふ者の山を見ざるが如き硯野
を以て、敢て駄蒋を弄するならば、〃薑の高等生や大學生に比して、概して理想は低く意氣に乏しい。”の一語に壷きるの
ではあるまいか。かつて、厨川（白村）教授の”象牙の塔を出でて“によって紹介された、ｍ＆耳の‐団のロぐの（○ず四己のの
（七》
（】、Ｃ｛１＄）
し后巨の芹冒サント・ブーヴ）の所謂《《芹・昌已》ぐ・片の二（象牙の塔）式な學問が、平明にして普遍的なものになり、實生活
、
、
、
、
、
と直結するやうになったのは、一面に於て恂に結構な事である。又、昔に較べて、観察や思惟が細かになり、趣味や娯楽
が廣くなった事も、自然の勢であらう。併しながら、”純眞にして大様、端的にして勇敢“でなければ，租國再建の大任
ある青年學徒の特異性は、亡くなって了ふであらう。但、世間には、如上の妖陪は、要するに、入學難、生活難、就職難
等に基づく一時的の現象と爲し、”凡ては時が解結してくれる、今更杷人の憂でもあるまい。”と云ふ樂観論者もあらうが、
、
、
、
、
袖手傍観も、時による。敢て無條件に昔に復れなどとは、固より云はいが、少くとも現在のままで進むとしたら、少少極
端かも知れないが、中世シナの學校教育の必然的に直結するｌ”選考“即ち官史登用制度に於ける、”科目“による考試
と”薦學“Ｉ”科墨“が、當初の唐以降、宋・明と、次第に競争が甚しくなるにつれて、その弊害も亦、いよいよ大きく
なって來たやうに、可惜溌刺たる青年學徒に、虚勢を施すことにならないとも限らぬ。これ即ち、具眼有識者並に教育婚
〃
富者た》らが、心を寒うし對策に意を用ひる所以である。
嵯夫、星移物換、時有消息、傭抑陳述、感慨係焉、後之學生、有種子古今之愛、則斯文亦未必無少補、云爾、
（”脅學寮十二境記“の敏文より）
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